
　
通
勤
や
通
学
の
時
な
ど
、
交
通
事
故

を
目
撃
し
た
り
、
危
う
く
事
故
を
起
こ

し
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
経
験
が
あ
る

方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
し
て
事
故
は
起
き
て
し
ま
う
の
で

し
ょ
う
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
特
集
は
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

市
内
で
の
交
通
事
故

　
下
関
市
で
は
平
成
３０（
２
０
１
８
）年

の
１
年
間
に
１
０
２
５
件
の
人
身
交
通

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
平
均
す
る
と
、

１
日
に
約
２
・
８
件
起
き
て
い
る
計
算

で
す
。

　
平
成
３０
年
の
事
故
原
因
と
し
て
最
も

多
い
の
が
安
全
運
転
義
務
違
反（
前
方
不

注
視
・
操
作
不
適
・
安
全
不
確
認
な
ど
）

で
、
そ
の
次
は
歩
行
者
妨
害
違
反
と
な

っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
発
生
す
る
事
故

の
特
徴
と
し
て
、
下
関
警
察
署
の
梅
本

交
通
官
は「
全
国
的
に
も
い
え
る
こ
と
で

す
が
、
高
齢
者
が
被
害
に
遭
う
事
故
や

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
の
割
合

が
高
く
、
道
路
横
断
中
に
被
害
に
遭
う

方
も
多
い
」と
指
摘
し
ま
す
。

　
車
の
性
能
の
向
上
、
飲
酒
運
転
や
シ対

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
規
制
強
化
な
ど
に

よ
り
事
故
の
件
数
自
体
は
減
っ
て
い
ま

す
が
、
市
内
で
、
毎
日
の
よ
う
に
事
故

が
実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
加

　
平
成
３０
年
の
市
内
の
免
許
人
口
は
１６

万
７
１
５
０
人
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
は

４
万
６
１
３
４
人
で
高
齢
者
率
は
２７
・

６
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
高
齢
化
が
進

み
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
割
合
が
増
え

て
い
る
た
め
、
警
察
で
は
高
齢
者
が
関

与
す
る
交
通
事
故
の
抑
止
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
」

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
関
わ
る
交
通
事

故
の
抑
止
の
た
め
に
梅
本
交
通
官
は
次

の
３
つ
の
対
策
を
挙
げ
ま
す
。

①
運
転
技
量
の
自
覚

Shimonoseki City Public Relations 2

交通安全のまちへ

下関警察署
梅本 正人交通官

■問生活安全課
（☎242–0797）

自
分
や
家
族
、
み
ん
な
を
守
る
た
め

心
に
余
裕
を
持
っ
て

交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

下関市の交通事故発生状況

年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

発生件数
（人身事故） 1,543件 1,395件 1,313件 1,264件 1,025件

負傷者数 1,970人 1,841人 1,663人 1,590人 1,274人

死者数 10人 16人 7人 15人 3人

年齢層別交通事故被害状況（平成30年）
年齢層別 負傷者数 死者数
合計 1,274人 3人

こども

未就学児童 6人 対
園児 9人 対
小学生（低） 24人 対
小学生（高） 16人 対
中学生 19人 対

青壮年
高校生 24人 対
60歳～64歳 71人 対
その他 848人 2人

高齢者
65歳～69歳 86人 1人
70歳以上 171人 対

市内交通事故状況



「
加
齢
に
伴
う
身
体
能
力
の
低
下
は
、
誰

に
も
訪
れ
る
も
の
で
す
。
高
齢
者
は
過

去
の
経
験
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る
傾
向
が

あ
る
た
め
、
現
在
の
運
転
技
量
を
自
覚

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
」と
梅
本
交
通
官
。

警
察
で
は
、
自
動
車
学
校
に
お
い
て
教

官
同
乗
の
も
と
、
コ
ー
ス
を
運
転
す
る

「
交
通
安
全
定
期
診
断
」な
ど
の
交
通
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
の
購
入

被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
、
ペ
ダ
ル
踏
み
間

違
い
時
加
速
抑
制
装
置
、
車
線
逸
脱
警

報
な
ど
が
装
備
さ
れ
た
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
は
交
通
事
故
の
防
止
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

③
運
転
免
許
証
の
返
納

「
運
転
に
不
安
の
あ
る
方
は
免
許
の
返
納

も
検
討
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。
市

内
に
お
け
る
平
成
３０
年
の
高
齢
者
の
免

許
返
納
者
は
９８１
人
。
１０
年
前
に
比
べ
て

２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
の
歩
行
者
へ

　
高
齢
者
が
被
害
に
遭
う
事
故
が
多
い

こ
と
か
ら
、
事
故
防
止
の
た
め
に
梅
本

交
通
官
は
次
の
３
つ
の
対
策
を
挙
げ
ま
す
。

①
安
全
確
認
の
徹
底

「
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
左
右
を
し

っ
か
り
と
確
認
し
、
車
の
動
静
を
注
視

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

②
反
射
材
の
着
用
促
進

「
県
内
で
は
、
平
成
３０
年
１
月
か
ら
令
和

元
年
６
月
ま
で
に
夜
間
、
高
齢
歩
行
者

が
被
害
と
な
る
交
通
事
故
で
１２
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
員
が
反
射
材
未

着
用
で
し
た
」。
夜
間
、
歩
行
中
に
事
故

に
遭
わ
な
い
た
め
に
反
射
材
は
有
効
で
す
。

③
交
通
安
全
教
室
の
活
用

「
警
察
に
ご
依
頼
が
あ
れ
ば
、
少
人
数
の

参
加
者
に
対
し
て
も
交
通
安
全
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
」。
教
室
で
は
、
注
意
す

る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
再
確
認
で
き
ま
す
。

心
に
余
裕
を
持
っ
て

　
「
朝
ま
で
元
気
だ
っ
た
方
が
突
然
い
な

く
な
る
。
そ
ん
な
事
故
に
遭
わ
れ
た
方

の
家
族
な
ど
の
辛
い
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
て
き
ま
し
た
。
事
故
を
無
く
す

た
め
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

自
分
や
家
族
、
み
ん
な
を
守
る
た
め
、
心

に
余
裕
を
持
っ
て
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
梅
本
交
通
官
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
歩
行
者
一
人
ひ
と
り
の
普
段
の
心
掛

け
と
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち

が
大
切
で
す
。
い
つ
も
心
に
交
通
安
全

の
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
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笑顔が通う
特集：交通安全

高齢者免許センター
運転免許に関する高齢者のための専用
窓口。認知機能検査の予約のほか、運
転免許証の自主返納の相談などにも応
じています。
■日平日 午前９時30分～午後４時
■所山口市小郡下郷3560ｰ2
■問☎083ｰ975ｰ3322

運
転
免
許
証
を
返
納
し「
運
転
卒
業
証
」

を
授
与
さ
れ
た

佐
藤 

緑
さ
ん

返納してからの生活の変化
　息子に事故をしないか心配だから車
の運転をやめてほしいと言われたのが
運転免許を返すきっかけでした。
　免許を返すことに不安もありました
が、息子に買い物に連れて行ってもら
ったり、バスを利用したりするので、
思っていたほど不便はありませんでし
た。今では、バスを待っている間に編
み物をして、今までとは異なる生活や
時間の使い方を楽しんでいます。
　息子からは、ほっとしたと言われ、
自分よりも、家族がこんなに心配して
いたのだと改めて知りました。
　車は便利ですが、その反面、危険を
伴ないます。運転しないということも、
一つの選択だと思います。

下関自動車学校
校長佐伯 壽德

70歳以上の方は、運転免許証を更
新する際に、高齢者講習を受けるこ
とが義務付けられています。講習で
は、座学と運転を行なっています。
高齢の方は、スピードを出し過ぎる
ことが多く、脱輪される方もいます。
第三者である教官からアドバイスを
受け、自分の運転を再確認してもら
いたいですね。

高齢者講習の現場

▲視野検査の様子。
年齢とともに視野は狭く
なると言われています。

▲

教習所のコースで、Ｓ字、
クランク、車庫入れなど
の実践講習を行います。



　
交
通
事
故
が
多
い
交
差
点
は
、
通
勤

な
ど
で
交
通
量
の
多
い
朝
と
夕
方
に
事

故
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
、
交
差

点
で
立り

っ

哨し
ょ
う

指
導（
交
差
点
な
ど
に
立
っ
て

交
通
指
導
を
す
る
こ
と
）を
し
て
地
域
に

貢
献
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

笑
顔
の
横
断
歩
道

　
江
浦
小
学
校
付
近
の
横
断
歩
道
で
１０

年
間
立
哨
指
導
を
し
て
い
る
下
関
交
通

安
全
協
会
の
昇
地
さ
ん
。
晴
れ
の
日
も

雨
の
日
も
、
朝
と
午
後
の
２
回
、
通
学

路
に
立
ち
続
け
て
い
ま
す
。
朝
は
交
通

量
が
多
く
、
急
い
で
い
る
車
も
多
い
そ

う
で
す
。「
１
年
生
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い

な
の
で
、
話
し
か
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」と
話
す
昇
地
さ
ん
。
気
を
配
り
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
毎
日
の
交
通

指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
、
横
断
歩
道
を
渡
っ

た
後
に
、
止
ま
っ
て
く
れ
た
車
に
お
じ

ぎ
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
も
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
」と

昇
地
さ
ん
。
歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も

相
手
を
思
い
や
る
こ
と
が
、
と
て
も
大

切
で
す
。

学
校
か
ら
の
感
謝

　
「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
立
哨
指
導
を

さ
れ
て
い
る
方
は
、
と
て
も
身
近
で
頼

れ
る
存
在
で
す
」と
話
す
江
浦
小
学
校
の

藤
井
校
長
。「
天
気
が
悪
い
と
き
や
、
車

が
多
い
と
き
で
も
、
い
つ
も
居
て
く
れ
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地域で守る
通学路での
交通安全

昇地 浩さん
下関交通安全協会

▲雨の日も立哨指導を行ないます。

▲下関交通安全協会の皆さん。いつも子どもたちの登校を見守っています。



安
全
の
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
」と
藤
井
校
長
は
話
し
ま
す
。

い
つ
も
心
に
交
通
安
全

　
交
通
事
故
は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中

に
潜
ん
で
い
ま
す
。
警
察
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
交
通
安
全
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
一
人
ひ
と

り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

と
で
交
通
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
分
自
身
の
心
掛
け
と
相
手
を
思

う
気
持
ち
、
そ
の
両
方
が
交
通
事
故
を

な
く
す
た
め
に
は
不
可
欠
で
す
。
皆
さ

ん
で
協
力
し
、
交
通
事
故
の
な
い
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

る
の
で
と
て
も
心
強
い
で
す
」

　
保
護
者
に
と
っ
て
も
横
断
歩
道
は
と

て
も
心
配
な
場
所
で
す
。
学
校
で
も
入

学
前
の
児
童
に
５
年
生
と
一
緒
に
交
通

指
導
を
行
っ
た
り
、
お
昼
の
放
送
の
と

き
に
交
通
安
全
の
話
を
し
た
り
と
交
通
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江浦小学校６年生からの
お礼のメッセージ＼ ／

藤井 智寛 校長
江浦小学校

秋の全国交通安全運動
■期９月21日～30日
●子供と高齢者の安全な通行の確保
●高齢運転者の交通事故防止
●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用
中の交通事故防止

●全ての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底

●飲酒運転の根絶
●横断歩道における歩行者優先の徹底
■問生活安全課（☎242ｰ0797）

特集：交通安全

▲下関交通指導員会の皆さん。

交通指導員暦55年。幡生口の交差点で
は40年間交通指導を続けている下関交
通指導員会の中村顧問。子どもたちに
は、「慌てない、走らない」と指導して
います。事故を起こさないためには、
車も歩行者も急に動かないことが大事
です。中村顧問には思い出深かった出
来事があります。「小学校の６年間、私
があいさつをしても、下を向いて一度
も返事をしてくれない子がいました。
卒業式の日に初めて私の顔を見て『お
じさん、長い間ありがとうございまし
た』と言って頭を下げました。私はび
っくりして、気付いたら嬉しくて泣い
ていました」と笑顔で話します。「継続
は力なりといいますが、愛情も込めて、
これからも続けていきたいです」

55年の大ベテラン
中村 繁雄 顧問

下関交通指導員会
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